
 今年度、全校縦割りでの授業デザインミーティングを3回計画しています。1回⽬は、児童⽣徒の思いや
願いを基に担任が考えた単元や授業内容について様々な意⾒、アイディアを出し合いました。今回は、⾼
等部１年と⾼等部２年職業・家庭科の様⼦についてお伝えします。
 

�⾼等部１年 授業デザインシート

アイディアのまとめ 

・学級づくりを⼤切にしつつ、同学
 年で交流ができたらいい。
・同じ相⼿と交流を繰り返す。
・段階を踏んで、様々な発達年齢や
 ⽣活年齢の⼈と関わる。
・近隣の施設との交流を計画する。
・活動ありきではなく、⽣徒の実態
 やニーズから検討する。
・夢をもつことは⼤事であり、思い
 もたくさん聞き取って授業に⽣か
 す。

⼦どもの思いや願い（⾃⽴活動の視点も含む）
※「未来へのスケッチ」作成を通して、これから聞き取り
をしていく予定。

学習グループ全体で育みたい姿、教師の思いや願い
・挨拶や⾔葉遣い、⽣活態度等、卒業後の⽣活の⼟台とな
 る部分をしっかり⾝に付けてほしい。
・相⼿の気持ちを考えたり、思いやりのある⾔動をしたり
 する姿を増やしたい。
・⾃分に⾃信をもって活動する姿を増やしたい。
・⾃⼰理解を深めてほしい。

 授業デザインミーティング実施

研究部だより 
令和6年5⽉発⾏ ＮＯ．４ 

学習グループの実態
・男⼦１０名⼥⼦８名
・本校中学部卒業⽣７名
・外部中学校卒業⽣１１名
・⾼等部に⼊学して１ヶ⽉が経ち、学校⽣活に慣れてき
 たところ。お互いを少しずつ理解し、友達同⼠の関わ
 りも概ね友好な反⾯、⽣徒同⼠のトラブルも⾒られ始
 めている。
・挨拶や⾔葉遣い、⽣活態度等に課題が⾒られる⽣徒が
 多い。
・⾃信のなさや困り感を正しく伝えることができない
 （⼤きな声を出す、授業に出ない等）⽣徒がいる。
・将来的にはほとんどの⽣徒が働きたいと希望してい
 る。具体的にどんな仕事があるか分からず悩む⽣徒や
 ⼤学進学や陸上選⼿など現実離れした将来の夢を話す
 ⽣徒が多い。
・登校しぶりの⽣徒が２名いる。

研究主題
学びたい気持ちを⾼め、夢中になって取り組む姿を⽬指す授業づくり
ーキャリア・パスポート「未来へのスケッチ」の活⽤を通してー
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年間の単元計画
�・他者との関わりを経験する活動を主軸において、学習活動を考えるのはどうかと、学年部では考えている。
�・他学部との交流（⼩１の遊びの指導や⽣活単元学習）
�・外部（福祉エリア施設）との交流

教師の⽀援（⼿⽴て）
・誰かの役に⽴ったことを実感できるような活動の設定。
・⼀⼈⼀⼈が活躍できるような役割や場⾯の設定。
・教科横断的な学習活動の設定。

＜ジャムボードによる話合いから＞



�⾼等部2年 職業・家庭科 授業デザインシート

⼦どもの思いや願い（⾃⽴活動の視点も含む）
・⾒学や実習を通して、実際に働く場所の雰囲気や様⼦を知りたい。
・働くため、⽣活するために必要な知識を⾝に付けたい。
（⼈間関係の形成、コミュニケーション、⼼理的な安定）
・休⽇の過ごし⽅や地域の施設等の情報を知りたい。

アイディアのまとめ 
・様々な評価をもらう機会を設
 定する。
・⾃⼰評価、現場の評価、企業
 の評価など振り返りの有効な
 ⼿⽴てを検討する。
・実習を通して学んだことをど
 んな形でまとめるか、事前学
 習と絡めて考える。
・他学年の実習報告会へ参加、
 先輩や卒業⽣の話など様々な
 意⾒を聞く機会を設定する。
・⾃分で、⽣徒同⼠で気付いた
 り体験したりする。

秋⽥県⽴ゆり⽀援学校 

学習グループの実態
・男⼦６名⼥⼦３名。
・⼀般就労を⽬指している⽣徒が多い。
・Ⅰ期現場実習では、⼀般就労や就労継
 続B型で５⽇間、⼜は１０⽇間実習を
 ⾏う。
・経験から働くための⼒や⼤切なことに
 ついて理解できているが、実際に⾏動
 に移すことがまだ難しい。
・友達同⼠で意⾒を出し合い、物事を決
 めることができる。
・⾃⼰理解できていない⽣徒もいる。

学習グループ全体で育みたい姿、教師の思いや願い
・⾃⼰理解を深める。
・働くために必要な知識や態度、⽣活するために必要な⼒を学ぶ。
・働く意義を知り、勤労意識を⾼める。

年間の単元計画
・Ⅰ期現場・校内実習 事前・事後学習
・仕事と⽣活①
・Ⅱ期現場・校内実習 事前・事後学習
・仕事と⽣活②
・困ったときの対応
・「未来へのスケッチ」作成

教師の⽀援（⼿⽴て）
・⾃⼰理解を深めるために、⾃分の得意、不得意を⾃分で伝えられるようになったり、現場実習先からの評価やエ
 ピソードをもとに、⾃⼰評価を関連付けたりする。
・将来の姿や夢に近づけるように、未来へのスケッチを活⽤し、⽬標や課題、取り組むべき事を明確にする。
・働くだけでなく、休⽇の過ごし⽅について理解できるように、余暇活動について学ぶ時間を設定する。

授業の⼯夫（しかけ）�
・失敗談や課題を共有することで、否定的に捉えずに誰にでもあることして捉え、課題を克服する⽅向へ進めるよ
 うにする。

関連する各教科等（内容を含む）
・国語科（聞くこと読むこと書くこと） ・数学科（お⾦の学習）�
・⽣単（コミュニケーション・役割）� ・家庭科（掃除・洗濯・炊事・余暇活動・消費⽣活） 
・保健体育（体⼒づくり、健康・安全）�・総合（地域交流）
・作業学習（作業能⼒・作業態度・コミュニケーション・役割・責任） 
・⽇常⽣活（挨拶・時間・⾝だしなみ・衛⽣⾯・話し⽅）

＜ジャムボードによる話合いから＞


